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本交流セッションの目的は、昨年度の交流セッションでの意見交換、アンケート集
計結果を受けて修正・改善を行った移動動作ビデオを上映し、再度、会場参加者か
ら意見を得ることである。また、基礎看護教育では何をどの科目で教授し、演習して
いくのかなど教育的な視点についても検討することとした。交流セッションの参加者
は14名であった。



交流セッションの様子紹介

【会場との意見交換】

臨床現場では十分に福祉用具を使
用した移動動作が実践されていない
中、看護基礎教育における教授方法
について意見交換がされた。
臨床現場において、福祉用具が普

及していない現状では、従来のボ
ディメカニクスを活用した移動動作
を教授する必要はあるが、対象者を
持ち上げない移動動作技術を教授す
るとともに福祉用具活用を提案して
いくことの必要性が確認された。
今後、移動動作技術について、ど

のように看護基礎教育の中で教授し
ていくのかを検討していくことに
なった。
さらに、移動動作介助には特に事

故への対応が必要であり、事故対策
への説明を追加する必要があるので
はないかというご意見を頂いた。
また、看護職者だけでなく、福祉

用具の専門家等の他業界からの意見
を広く頂いてはどうかという提案が
あった。
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